One Consideration on a Critical Speed of Rotating Shaft by 長元 亀久男
45 
回転軸の危険速度のII\J題につレての 考訟
長 亀久男フじ
One Consideration on a Critical Speed of Rotating Shaft. 
kikuo MAGAMOTO 
One calcuJating method for a critical句eed of rotating shaft is described here. 
いまPIP2"・H・(kg)を軸各部に作用する荷重とし
て， この荷重による軸のたわみをYIY2……(cm)
とする。 g を重カの加速度(cm/臨めとし， Nc を
軸の毎分の危険回転数とすれば， Nc はつぎのように
求められている。(1)
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ここで， たわみyを求めるには拙著理論を応用すれ
ばつぎのように計算することができる (2)
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水平におかれた， はりABがA点， B点にて支えら
れ， 任意の点Cにて荷重Pをもっ場合， 任意の点Dの
たわみYu， 任意の点EのたわみYZ とすれば図ー1
を照参してつぎのように求め得られる。
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但し， Eはヤング係数， 1は断面の2次モ』メント
とする。RA， RBを支点A， B， における反カとす
れば
A R 一一K7 A­B R 一一h7 
しからば， (2X3)はつぎのように書くことができる。
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(5)式の構成について考えてみるに， 図-2において
+%・RAにaから出発して， ab の長 さ に ， bcの長
さ， それに， cdの長さを， かけたものから一%，R\
に， eから出発して， ef， fg， gb， の長さを， か
けたものを加えたものである。(6)式はこたを裏返した
ものである。任意点のたわみは， このような構成特性
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をもうているのである。
荷重がどのようにかかっていて も， たわみを求める
場合には， この構成特性を利用すれば便利である。 以
下このことについて述べることにする。
いま図-3のように， はりABがC， D， E， 点に
それぞれPl， P2， Pa， の荷重をもっとき， これら
の荷重によるC， D， E 点のたわみをYl， Y2， Ya 
とすれば， いま述べた， たわみ構成特性を 利用す れ
ば， つぎのように記述することができる。
荷重Pl， P2， Pa によるA点における反カを
RAl， RA2， RA3， B における反力をRBl， RB2' 
RB3とする。
E 1 Yl= 苧 (ば+c+b)a2一千 a3
+ヤ (l+d十c)(bト山一 平 a3
ト ? σ+d)(日十a)a- ヤ a3
..，.(7) 
E IY22 R;1(f+川+ベ〉仙c)
-RJ1仙叩
十 ヤ(lトd十c)(b十α〕2- TZ仙叩
) ZO + α /li、、、、IJG + zu 十C /a\ ーノd + Fι (内6A nhυ 
R 14} 
) 00 • 90 、、，，，，ZU Ll d ，rt、、。υA、}
R
一 {
E 1 Y3=苧 (l+a)(b+c+d)d一宇 da
+守 山+b)(叫)d一 宇 d3
十ヤ(l+d) (付+α)2 _守地十b+C)3
. . . ・・・・・・ (9)
(7)(8)(9)式から Yl， Y2， Y3が求め得られる。
いま， はりABを回転軸ABに置き換えれば， (7)(8) 
(9)の結果を用いて， (1)により回転軸ABの危険速度を
求めることができる。
L:P;YI=PIYl+ P2Y2+ P3Ya 
L: P;Y ;2= PIY12+ P2Y22十P3Ya2
計算機の発達した今日， このようにすれば図式によ
らなくと も容易に 回転軸の危険速度を求めることカ1で
ぎる。
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